
学校番号 214 

令和２年度 理科 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 啓林館「科学と人間生活」 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身近な科学現象を通じて、科学技術がいかに自分たちの生活に役立っているのか、

今までの理科の学習を踏まえて、その原理と現象について深く考え、その科学技術を

発見し、また現在利用し続けるためになされている努力について知り、その恩恵にあ

ずかっていることを知ってほしい。 

２ 学習の到達目標 

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術が人間生活に果たしてきた役割につい

て理解する。身近な事象・現象に関する観察・実験などを通して，科学技術の発展と

人間生活とのかかわりについて理解を深める。科学の基本的な概念や原理・法則を学

び，科学的な見方や考え方を養う。科学に対する興味・関心を高める。科学技術の在

り方について市民が意思決定するために必要な，科学的な知識，能力，態度を身につ

ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技

能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

私たちの生活を豊

かにする身近な科

学技術の発展につ

いて関心をもち，意

欲的に探究しよう

とする。 

科学技術が人間生活

にもたらしてきたこ

とや，科学技術の未

来について考察し，

考えを表現してい

る。 

身近な科学技術の

例を参考に，最新

技術の情報収集や

展示会の見学など

を行い，それらの

科学技術のしくみ

を理解するととも

に，内容を記録，

整理している。 

身近な科学技術の

例を通して，科学技

術の発展が今日の

生活を豊かで便利

にしてきたことや，

社会の変化に影響

を与えてきたこと

を理解し，知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にま

とめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

生
物
と
光 

植物の生育と光 ○ ○  ○ 

a.生物の活動やヒトの眼の構造と光との

関係について感心をもち、探究する。 

b．植物の性質、ヒトの眼の構造、動物の

性質を基に日常で起きる現象を思考する

ことができる。 

c.実験で眼の錯覚、盲斑を確認する。 

d. 光に関する事物・現象についての基本

的な概念や法則を理解し，基本的な知識

を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 
ヒトの視覚と光 

○ ○ ○ ○ 

動物の行動と光 
○ ○  ○ 

微
生
物
と
そ
の
利
用 

微生物の存在、 

生態系における微

生物 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a. 種々の微生物が，生態系においてどの

ようにはたらき，生活に関わっているか

調べようとする。 

b. 微生物の存在と人類の関わりについ

て，その発見の歴史と利用に関する技術，

感染症などの害悪を理解して考えること

ができる。 

c. 微生物の繁殖の様子を，観察と実験に

よって調べ表すことができる。 

d. 微生物の存在と，その発見の歴史生態

系と微生物の関係についてわかる。 

微生物と人間生活 

 ○  ○ b. 微生物と発酵，腐敗を関連づけて考え

ることができる。 

d．食品などの製造と微生物，微生物の利

用についてわかる。 

２
学
期 

食
品
と
衣
料 

食品と衣料の科学 

○ ○ ○ ○ a. 食生活と衣生活について，食品および

衣料を，化学の観点から調べようとする。 

高分子化合物としての構造を理解する。 

b．食物に含まれる栄養素の種類とエネル

ギーについて考えることができる。 

c. グルコースとタンパク質の性質を，観

察と実験によって調べ表すことができ

る。 

d. 主な栄養素の種類とはたらき、繊維の

種類と分類についてわかる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 



材
料
と
そ
の
利
用 

プラスチック、金

属、セラミックス 

○ 

 

 

○ ○ 

 

 

 

○ a. 材料物質の種類，性質，および用途に

ついて調べようとする。合成高分子化合

物としての構造を、食品および衣料と比

較して理解する。 

b. プラスチック、金属、セラミックスの

利用と種類，その製法について考えるこ

とができる。 

c. 金属の性質を，観察と実験によって

調べ表すことができる。 

d. プラスチック、金属、セラミックスの

種類と性質がわかる。 

光
・
熱
の
性
質
と
そ
の
利
用 

光の進み方とその 

基本的性質 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a.プールや風呂の底が浅く見えることな

どの現象に興味・関心を高め，その原理

について理解を深める。 

b.異なる物質の境界面で光が反射・屈折

するときの法則を理解する。 

c.油の中でガラスが見えなくなるなどの

現象に興味・関心をもち，それらを実際

に確かめ，理解を深める。 

d.全反射について理解し，水中から静か

な水面を見上げたときの見え方などの現

象に興味・関心を高める。 

光のスペクトル・

回折・干渉・偏光

性・電磁波の利用 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ a.身のまわりの光や色に興味・関心をも

つ。偏光の技術がペットボトルの品質管

理などに応用されていることへの興味・

関心を高める。電磁波の性質とその利用

に興味・関心をもつ。 

b.電磁波という広い概念を考えることが

できる。 

c.太陽光やさまざまな光源のスペクトル

を分光器で観察をする。偏光板を用いた

実験、鉱物標本の偏光顕微鏡観察もでき

る。 

d.光の波長とスペクトルとの関係・偏光

について理解する。 

 

原子・分子の熱運

動 

○ 

 

 

 ○ ○ 

 

 

a.私たちがくらしのなかで利用する熱の

性質に興味・関心をもつ。 

c. ブラウン運動を観察する。 

d.原子や分子の熱運動と温度との関係を

定性的に理解する。 



温度 

 ○ ○ 

 

○ b.原子や分子の熱運動というミクロな立

場を考えることができる。 

c. 物質の三態変化に伴う熱の出入りを

実験し、確かめることができる。ｓ 

d.物質の三態変化や絶対温度について理

解する。 

熱の伝わり方 

○  ○ 

 

○ 

 

a.金属を触ると冷たく感じる理由など，

熱に関する身近な現象について興味・関

心を高める。 

ｃ.対流など熱の伝わり方の実験をして

実感する。 

d.熱の伝わり方には伝導，対流，放射が

あることを理解する。 

３
学
期 

身
近
な
天
体
と
地
球 

太陽系の中の地球 

○ 

 

  

 

○ 

 

 

a. 天体の動きと人間生活との関係，天体

の姿について調べようとする。 

d. 太陽系の構造と，太陽系の天体につい

てわかる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

太陽、天体と人間

生活 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

b. 太陽のエネルギーと人間生活を関連

づけて考えることができる。 

d. 太陽表面の様子や太陽エネルギーの

利用、星と太陽の動きについてわかる。 

自
然
景
観
と
自
然
災
害 

地震による景観と

災害 

○ ○  ○ a．様々な地形による景観の成立過程と，

それらによって引き起こされる災害につ

いて調べようとする。 

b．地震発生のしくみと，地震によって引

き起こされる災害と景観について考える

ことができる。 

d. 地震や地殻変動による景観について

わかる。 

火山・流水の作用

による景観と災害 

○ 

 

○ 

 

 ○ 

 

a．様々な景観の成立過程と，それらによ

って引き起こされる災害について調べよ

うとする。 

b.火山・流水による災害と景観を理解し，

水の循環と太陽エネルギーを関連づけて

考えることができる。 

d.火山・流水による災害と対策について

わかる。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内

容（小単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）

について○を付けている。 


